
ギカイだより 230 号２・３面「各議員の決算の視点」 

 

山下 純夫 議員 

 

「不⽤額 ⾒えてくるのは プロセス管理」 

〜不⽤額に着⽬、額の多寡ではない、問われるべきはプロセス管理だ〜 

 

今回の決算に関する質疑では、「不用額」に注目した。不用額とは実

際に使った「支出済額」と「翌年度への繰越額」を引いた残りの額で、

予算計上していながら使われなかった額である。 

その点を、異なる課のいくつかの事業について質問した。 

理由として「節約を心掛けた」という答弁もあった。町長からは、

「最小のコストで」ということを忠実にやったことが、良くも悪くも表

れている。また、物価高騰を結構大きく見ていたので、若干余裕を持っ

た数字としたとの答弁があった。 

それでも私が気にしたのは減額補正を組んだものと、それをやらずに

高い率の不用額を出してる事業がある点である。 

つまり減額補正を組んだところは事業のプロセス管理が行われてい

る、そうでないところはプロセス管理を行わないままの、成り行きの結

果としての不用額となっているのではないかということである。 

プロセス管理をしっかり行っていれば、町民のための事業を効果的に

遂行するために予算が足りない時は、根拠を示していただけば、増額補

正を認める心づもりは持ち合わせているのが開成町議会だ。 

税の有効活用とは単に支出額を下げるだけではないはずだ。 


